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日医発 1591（総研） 

令和 5 年 12 月 15 日 

 

医師会員各位 殿 

日本医師会           

常任理事    長島 公之 

(情報担当) 

 

＜内閣府 BRIDGE＞ 

「AIホスピタルを実装化するための医療 AIプラットフォームの構築に必要な技術に関する研究開発」事業 

「医師の意識調査」における調査協力のお願い 

 

 

平素より、日本医師会の会務にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

現在、内閣府による研究開発成果の社会実装への橋渡しプログラム（BRIDGE）として「AI ホスピタルを実

装化するための医療 AI プラットフォームの構築に必要な技術に関する研究開発」として、医療機器等や IoT

機器を活用し、患者情報の網羅的収集、ビッグデータ化に加え、AI 技術を活用した AI ホスピタルの開発・構

築が進められています。 

AI ホスピタルが実装化されると、高度で先進的かつ最適化された医療サービスの提供体制が整備されると

ともに医療従事者の負担軽減が期待されます。 

そこで、社会実装を見据えた際に、どのような視点に留意して本研究全体を進めていくべきかを明らかにす

るため、医療現場における AI 技術開発への期待と懸念を中心として調査を実施することといたしました。 

本調査の集計結果は、AI ホスピタル推進法人である国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所が主催

する事業マネジメント会議において報告させていただきますとともに、結果の一部は公表させていただきます。 

つきましては、お忙しい中大変恐縮ですが、本調査の目的についてご理解いただき、本アンケートフォーム

にてご回答いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

記 

1. 調査対象 

日本医師会会員の医師 

2. 調査期間 

令和 5 年 12 月 15 日（金）~令和 6 年 1 月 19 日（金） 

3. 回答方法 

⑴ Web による回答 

⑵ FAX による回答 

以上 

 

 



 

本調査の回答方法について 

 

本調査では、２通りの回答方法を用いていますので、以下のいずれかの方法でご回答下さい。 

 

１． Web による回答 

日本医師会 AI ホスピタル推進センターに開設された Web 調査画面からご回答下さい。 

（１）日本医師会ホームページの「医師のみなさまへ」をクリックして下さい。 

（２）「医師のみなさまへ」ページ下のリンク先「JMACAI／日本医師会 AI ホスピタル推進 

センター」ホームページにお入り頂き、「医師の意識調査」専用 Web 調査画面からご 

回答下さい。 

 

日本医師会 AI ホスピタル推進センター 

https://www.jmacai.med.or.jp/ 

 

 

２． FAX による回答 

依頼状に添付の FAX 用調査票によりご回答下さい。 

FAX 用調査票は文書管理システムからダウンロードいただけます。 

  日本医師会 AI ホスピタル推進センター「医師の意識調査」専用 web 調査画面からもダウ

ンロードできます。 

https://www.jmacai.med.or.jp/)
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